
自己紹介
私は札幌市で生まれ育ち、高校・大学では環境化

学や水質環境について学びました。卒業後は、和光
技研(株)に入社し、主に自然環境調査を担当してい
ます。
仕事は、植物・鳥類・哺乳類・昆虫類・魚類など

自然環境全般の調査を行っており、中でも、植物調
査を担当することが多いです。そのこともあり、入
社してからは自然公園の散策や山登りをして、植物
観察をすることが趣味となりました。
日々の仕事では、自然環境の保全と、人々が安心・

安全に暮らすための開発事業について、どのように
バランスをとることがベストであるのかを考えて、
業務を行っています。

受験のきっかけ
就職活動の際に、技術士がこの業界において最高

峰の資格であると知りました。そのため、技術士の
早期取得を目指し、入社した年に受験することを決
めました。

受験体験
試験勉強は、10 年分の過去問を解き、各部門で

正答率が 7 割以上になるまで繰り返しました。社
会人になってからの勉強は学生時代と比べ、時間を
確保することが難しく苦労しました。できるだけ、
平日の昼休みや帰宅後に勉強をしようとしたのです
が、勉強を始めると急激な眠気に襲われ、長くても
1時間で終了してしまうことが多々ありました。そ
のため、土日や祝日に 4 ～ 5 時間程まとめて勉強
をしていました。
専門科目については、学生時代の専門分野が多く

出題される傾向があったため、自信満々の状態で試

験に挑みましたが、専門科目で点数が 1点足りず、
その年は不合格となってしまいました。結果を分析
したところ、過去問で出題された問題は解けていま
したが、時事問題や応用問題については不正解のも
のが多くありました。
このことを踏まえ、専門科目については問題中の

キーワードをピックアップし、意味を調べることで
理解を深めました。さらに、時事問題にも対応がで
きるように、環境白書などを読みました。なお、基
礎科目・適正科目については、前年度と同じく過去
問を繰り返し解きました。自分の中では、2度目の
試験では絶対不合格になるわけにはいかないと思っ
ていたため、必死になって勉強をしました。
試験当日は、酷く緊張をしていたため、ほとんど

お昼ご飯を食べることができませんでした。終了
後、専門科目は手ごたえを感じましたが、基礎科目
と適正科目は想像していたよりも難しく、不安にな
りました。
しかし、結果は基礎・専門科目が 8割、適正科目

は 7割の正答率で、無事に合格することができまし
た。

最後に
二次試験の受験資格を得るには、まだ数年はあり

ますが、受験を意識して普段の業務に取り組んでい
ます。今の自分には、知識や経験力の他、理論的に
物事を考える力やコミュニケーション能力が全然足
りていないため、日々自己研鑽を怠らず、身につけ
ていきます。
最後に、受験にあたって、様々な方の支えがあり

合格することができました。この場をお借りして、
感謝申し上げます。
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